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A 警告 

♦TFFIflin 巧！ 

寝るとさ消乂 
スプレー宙厳禁 


A 注意 


変質した持ち越し;な';由 

使用厳禁 



このたびは、日立石油フアンヒーターをお買い上げ 
いたださ、まことにありがとうございました。 

ご使用の際はこの取扱説明書をよくお読みになり、 
ご家族全員で正しくご使用ください。 

お読みになったあとは大切に保存してください。 

•この取扱説明書はエコマーク認定の再生紙を使用しています。 

•この取扱説明書は環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています。 
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安をのため必ずお守り < ださい 


給表示について 安全に正し<お使いいただ<ために、この取扱説明書および製品への表示では、ご 

使用になるちへの危害や財産への損害を未然に防止するために、次のように区分し 
て表示しています。その内容をよく理解してからご使用ください。 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死!::または重傷を負う危険、又 
は乂災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死!::または重傷を負う可能性、 
又は乂災の可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性や、 * 物的損害 
のみの発生が想定される内容を示しています。 

* 物的損害とは、家屋.家財および家畜-ぺットなどにかかわる拡大損害を示しています。 


絵表示の意味 


0 ® ® 


この絵表示はしてはいけない r 禁止」事項を示しています。 


この絵表示は必ず実行していただく r 強制」内容です。 


A 危険 
A 警告 
A 注意 


A 周墳 

ガソリン厳禁 



ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧 
に使用しないでください。 

参乂災の原因になります。 

口油 ( J に1号な油)を使用してください。 


A 警告 

スプレー宙厳禁 

客 


0 


スプレーちを温風があたるところに放置しないでくだ 
さい。 

♦熱でスプレー吿の圧力が上がり、爆発し危険です。 


換気必要 



〇 


換気せずに使用しつづけないでください。 

♦酸素が不足すると、不完全燃焼し一酸化炭素などが発生 
して中毒になるおそれがあります。 

使用中は必ず1時間に1〜2回 （ 1〜2分)換気して、 
新鮮な空気を補給してください。 

換気が十分に行えない場所應が凍結している部屋、 
地下室など）では、使用しないでください。 
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A 警告 

温風吹出□をふさびない 



衣類、紙などで温風 
吹出□や燃焼-温風 
空気取入□をふさが 
ないで < ださい。 

温風吹出□前方に布団を敷いたり、物を置かな 
いで < ださい。 

♦衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼や乂災の原 
因になります。 


寝るとき消乂 



〇 




寝るとさや外出するとさは、必ず消乂してくだ 
さい。 

♦乂災など予想しない事故の発生するおそれがあ 
ります。 


可燃性ガス使用厳禁 



0 


ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスが 
発生するもの(ベンジン、シンナー)、スプレー 
などを使用しないでください。 

♦乂災や故障の原因になります。 


A 注意 

力ーテン-可燃物近接禁止 


毎! 



0 


カーテン-障子などの燃えやすいもののそばで 
は使用しないでください。 

♦乂災が発生するおそれがあります。 

タイマー運転するとさち、可燃物がそばに置い 
てないか確認してください。 


給油時消乂 



〇 


給油は必ず消乂してから行ってください。 
♦乂災のおそれがあります。 

こぼれた： n 油は、よく拭き取ってください。 


居室内給油禁止 



Q 


給油は、必ず乂の気のないところで行ってくだ 
さい。 

♦乂災のおそれがあります。 


安全のため必ずお守りください 
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安全のため必ずお巧 D < だをい 


A ミ主意 


油漏れ確認 


〇 


，給油□□金は確実に締めてください。 

給油□□金を下にして、油漏れがないことを確 
かめて < ださい。 

♦口金を斜めに締めたりすると、簡単に□金がはず 
れて、乂災のおそれがあります。 


ほこりの除去 



〇 


フィルタは、週1回！;!上必ず掃除してください。 
♦ごみ-ほこりなどでフィルタがつまると、異常燃 
焼のおそれがあります。 


高温部接触禁止 





燃焼中ゃ消乂直後は、高温部（温風吹出 □) に手 
などふれないで<ださい。 

参やけどのおそれがあります。 


異常時使用禁止 




丄 


におい-すすの発生、炎の色など異常を感じた 
とさや油漏れがあったとさは使用しないでくだ 
さい。 

♦異常燃焼のおそれがあります。 

使用中に異常を感じたり、地震などの緊急の場 
合は、あわてずに消乂してください。 


温風 I し直接あたりない 



0 


温風に直接長時間あたらないでください。 
♦低温やけどや脱水症状になるおそれがあります。 
お子様や体の不自由なちを、温風が直接あたる 
場所に寝かせないでください。 


分解修理-改造の禁止 




不完全な修理や改造は危険です。 

故障、破損したとさは使用しないでください。 
♦乂災など予想しない事故の発生するおそれがあり 
ます。 





A 注意 




保管時にしていただくこと 



〇 


長期間使用しないとさ、または保管するときは、 
必ずな油を巧いて < ださい。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでくだ 
さい。 

♦乂災のおそれがあります。 


長期間使用しないときは 
電源プラグを抜く 



运 


長期間使用しないとさは、電源プラグを抜いて 
ください。 

•乂災や予想しない事故の原因になります。 


電源コードを傷めない 


電源プラグのお手入れを 



0 





〇 


電源コードに無理な力を加えたり、物を載せた 
りしないで < ださい。 

電源プラグを抜くとさは、コードを持って引さ 
抜かないでください。 

•乂災や感電の原因になります。 


とさどさは電源プラグを巧さ、ほこりや金属物 
などを除去してください。 

♦ほこりがたまると湿気などで絶縁不良になり、乂 
災の原因になります。 


電源プラグは確実に差し込む 



〇 


0 


電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し 
込んでください。 

傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しな 
いで < ださい。 

♦乂災の原因になります。 


次の場所では使用しない 

〇風のあたる場所、部屋の出入口。 

〇不安定な物をのせた棚などの下。 

〇温室、飼育室など人のいない場所。 

〇可燃性ガスの発生する場所、又はたまる場所。 
〇水平でない場所、振動の激しい不安定な場所。 
〇ほこりや湿気の多い場所。 

〇直射日光の当たる場所。 

〇理•美容院、クリーニング店、塗装工場など、 
スプレーや化学薬品を使う場所。 

〇暖炉や押し入れなどストーブが囲われる場所。 
♦乂災や予想しない事故の原因になります。 


安全のため必ずお守りください 
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安をのため必ずお守り < ださい 

A 汪意 


可燃物との距離を離ず シリコンを配合したものは使 



図に示す寸法内に可燃物や障害物を置かないでく リートメント、つや出し剤(床用ワックス)など 

ださい。周囲に余裕を持たせて設置してください。 は使用しないでください。 

♦異常燃焼や乂災の原因になります。 ♦点乂ミスや途中消乂の原因になります。 


変質な油-不純:):了油は使わない 熱に弱い床面にはマツトなど 



変質な油-不純口油などは、絶対に使用しない する場合は、熱に強いマツトなどを敷いてください。 

でください。 ♦長時間使用すると、変色したり、そり返ることが 

♦異常燃焼や故障の原因になります。 あります。 

温風吹出□に異物を入れない 電源プラグを巧いて消义しない 



音がするまで電源プラグを抜かないで<ださい。 

温風吹出□や本体の内部に紙、巧、プラスチック、 ♦燃焼.温風空気取入口や本体上面が高温となり、 

ガスライター、マッチなどの異物を入れないで やけどや故障の原因になります。 

<ださい。 白煙や強いにおいが出たり、過熱防止装置が作動 

♦乂災の原因になります。 するおそれがあります。 




o ストーブに異常を感じたり、故障•破損したとさは、使用を中止してください。 

運転(切/入)ボタンを押して運転をやめ、電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店にご連絡ください。 


A 注意 


水をかけたり、重いものを載 
せない 

水の入った容器や、物を 

上に載せないでください。1^ 

♦水が本体の部に入ると、 

感電や故障の原因になる 
ことがあります。 

ストーブに腰をかけたり、上に乗らないでください C 
♦本体上面がへこむ原因となります。 


ストーブを引をずらない 



0 


移動するときは、傾けたり、弓 I さずらないでくださし、。 
♦'打油が漏れて乂災の原因になったり、床面や畳、 
カーペット等を傷つけたり、本体底面の塗装がは 
がれてさびるおそれがあります。 


高地(標高1 500 mm ±) 使用禁止廃棄ずるときはな油を抜く 
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標高1 ，500 ml ； Lb の場所では使用しないでくださ 
い。 

標高1,000上で使用する場合は、空気の濃度 
が薄いので、正常な燃焼状態の確認と換気にま 
意してください。 

♦不完全燃焼し、一酸化炭素などが発生して中毒に 
なるおそれがあります。 



〇 


ストーブを廃棄処分するときは、必ず給油タン 
ク、油受け皿内の口油を抜さ取ってください。 
♦'打油が入ったまま廃棄すると、乂災や予想しない 
事故になるおそれがあります。 


安全のため必ずお守りください 



〇電気治療器具を使用すると、誤動作するおそれがあります。 

〇このストーブは一般家庭用です。業務用にはお使いにならないでください。 





操作部-表示部のなまえとはた5き 


表示部バックライトは、ボタン操作等による点な•点滅後、約5〜10秒経過すると消なします。 


油量ランプ 

満量の給油タンクをセツトしたとき、 
残油量の目安を3段階に表示します 

ミ由量 

。満 

ミ由量 

g 満 

ミ由量 

g 満 

満量〜約1/2 

約1/2〜1/4 

約1/4〜空 


換気表示 

点滅… 

室内を換気し 
て < ださい 
点な… 

不完全燃焼防 
止装置が作動 
して消乂しま 
した 


残時間表示 


IPl 


-残時間一 

//|\\ 
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点な…自動消乂するまでの 
残り時間を表示 


給油表示帕 

点滅…給油タンクが空です 
自動消乂するまでの 
残り時間を表示 

—輸— 

'幫、 

OU 


デジタル表示 

① 設定室温と現在室温- 

(10 〜30た） （2 〜34た） 

② 現在時刻または 

タイマー時刻••… 


③ クリーニング 

④ 安全装置作動 I 
⑥機器故障- 


(表示例） 


設定室溫現巧室温’ 

jn 


IEI 


綱 I 


畳数表示 DU 

畳数切換ボタン 
で選んだ畳数 
(お部屋の広さ） 
を表示します 


畳数切換 
ボタン晒 

お部屋の広さ 
に合った暖厉 
能力に切り替 
えたいとさ押 
します 


室温/時刻合わせ 
ボタン 

室温の調節、または 
現在時刻、タイマー 
運転の時刻をセット 
するとさ押します 


延長ランプ 

晒 

点滅… 

消し忘れ消 
乂装置によ 
る消乂予告 
中 


速暖ランプ LiaJ 

点打…速暖運転中 


速暖ボタン 

晒 I 

速暖運転をセツト(解除)す 

るとさ押します 



急速点乂ランプ己引 

点な…急速点乂セット中 



急速点乂 
ボタン L 1 §J 
急速点乂を 
セツトする 
とき巧しま 
す 


クリーニング 
スイッチ Lai ] 
気化器をクリー 
ニングするとさ 
押します 


タイマーランプ 

点•打…タイマーが作動中またはタイマー 
運転中 

点滅，••参タイマー運転の時刻合わせ中 
♦タイマー運転後自動消火しました 
♦ 3 時間運転後自動消乂しました[14」 


タイマーボタン 

•タイマー運転をする 
とさ}甲します 
•現在時刻をセット 
(修正)するとき巧し 
ます 


消臭ランプ 

圃 

点灯… 

消臭システ 
ムが作動中 


チャイルド 

□ック表示已图 

点灯…チャイルド 
□ック中 


微燃焼表示 

晒 

点'打…微燃焼運 
転中 


ゆらざ表示 

晒 

点'打…ゆらざ運 
転中 


節約モードボタン [Jgj 

•節約モード運転(ゆらざ運 
転または微燃焼運転)に切 
り替えたいとき押します 
参チャイルド□ックをセット 
(解除)するとき押します 


延長ボタン [15] 

♦運転を延長するとき 
押します 

♦おさえめ運転をセツ 
卜するとさ押します 

晒 


各部のなまス □ 内の数字は詳しい説明のあるページです。 



各部のなまえ 
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使用前の準備 


本体を取り出し、給油タンクを引き 
出ず 


使用燃料について 


同個されているチラシ類ちよくお読みください。 



♦各部の包装部材を全て取り除いてください。詳し 
くは箱上面の「開個方法」をお読みください。 
♦箱、包装部材は、収納時に必要ですので大切に保 
管してください。 

次のことは、工場での燃焼テストによるちので 
異常ではありません。 

♦油受け皿に少量の'打油が残っている。 

参オイルフィルタがめれている。 

♦温風吹出□より見える燃焼筒（炎を囲んでい 
る筒）が変色している。 


燃料はな油 ( J に1号な油）を必ず使用し 
て < ださい 

ガソリン、変質'打油、不純 I 打油などは、絶対に使用しな 
いで < ださい。 

♦ガソリンなど、揮発性の高いちのを使用すると、乂災 
の原因になります。 

♦変質な油、不純'打油を使用すると、異常燃焼や故障の 
原因になります。 
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変質な油-不純な油は使用しない 


変質:0油とは 

♦昨シーズンより持ち越したちの 
♦日光のあたる場所で保管したちの 
♦高温の場所で保管したちの 
♦容器のふたをあけて保管したちの 
♦乳白色のポリ容器で保管したちの 

ひどく変質したな油は、黄色味がかったり、すっぱ 
いにおいがします。 


不純好油とは 

♦な油外の油（ガソリン、シンナー、天ぷら油、 
機械油、重油、軽油など）がほんの少しでも混入 
したちの 

♦水やごみが混入したちの 

♦な油添加剤、燃焼促進剤などを添加したちの 


変質：0油の見分けかた 

コップに水を入れ、その上に I 打油を入れて、背後に 
白紙をあてます。 


良質口油 変質口油 



水と同じ無色透明 少しでち色がつい 

ている'打油 


変質:0油-不純!打油を使用ずると 

気化器にタールがたまり、つざの原因にな 
ります。 

参点乂しない 

♦点乂しないで白煙が出る 
♦点乂しにくい 
♦点乂してちすぐに消乂する 
参においがひどい 

♦燃焼が悪くなり、安全装置が作動する 


変質:0油-不純!打油を使用したと 
を 

♦給油タンク、油受け皿の悪い'打油を抜き 
とり （23 ページ参照)、良質の'打油で内 
部を2〜3回洗い、気化器のクリーニン 
グをおこなって < ださい。 

(24 ページ参照） 

♦それでち効果がないときはお買い上げの 
販売店にご相談ください。 

変質な油、不純な油が原因でサービスを 
依頼されたときは、保証期間中でち有料 
となります。 


使用燃料について 
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使用前の準備 


給油は必ず消义してか5おこなってください。 

給油タンクの持ち運びには、上下2つあるとってを利用して 
<ださい。 

キャップを持って持ち運びをしないでください。キャップが外 
れるおそれがあります。 



•この給油□□金とオイルフィルタは専用部品です。他 
のス I -ーブには使用しないでください。 

油が出なかったり、油があふれたりして危険です。 
♦セット後、本体を持ち運んだり、ゆすったりすると 
キヤップの外側が好油で濡れることがあります。 


給油のしかた 



給油のめやず（給油バックアップ運転) 

♦油がなくなると、5秒間表示部バックライトが 
点滅し、メ□ディ音が鳴ってお知らせします。 
バックライト消な後は、 I 給油 I が点滅します。 
[ I 合油!が点滅中は、デジタル表示に残りの運転時間 
を表示し、約30分〜1時間30分の間、運転できます。 
給油バックアップ運転中は、「弱」または r 微」 
燃焼で運転します。 

ミ田量 I - 、、、い/' - ] 



(例)残り運転時間：1時間30分 
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運転開始前の準備と確認 


給油タンクを取り出し、給油ロロ金 
を外ず 

♦給油□□金にゴミ、糸くず、ホコリなど付着しな 
いようにごま意ください。 


給油ずる 

•油量計の目盛りに油面がくるまで、市販のポンプ 
で給油する。 

♦こぼれたな油はよくふきとってください。 


八 C 100 V , 


電源の接続 

電源プラグをコンセン 
に確実に差し込む。 


200 V のコンセントには絶対に差し込まないでく 
ださい。機器が故障します。 

めれた手で電源プラグにさわらないで^ 
くださぃ。 fV J 
感電のおそれがあります。 



給油ロロ金を確実に締める 

「カチツ、カチツ」と音が2〜3回するまで□金を締め付 
けて < ださい。 

□金を下にしても油漏れがないことを確認してください。 
♦他のス I -ーブの給油□□金を使用しないでください。 

I 給油タンクをセツトする 

初めての使用やシーズン最初、油切れで消乂したと 
きなど、表示部に r 給油 I が点'打しているうちは、運 
転(切/入)ボタンを押しても点乂しません。 

I 給油 I が消な(約3分)してから点乂してください。 


♦消乂する30秒前から 
メ □ディ音が鳴り、 
自動消乂します。 
消乂すると、 瞭由 1 
が点抑こかわります。 

心1// 

//■I 卜 


点な 


• が点滅中に延長ボ 

タンを押すと、残りの運 
転時間が変わる場合があ 
ります。 

• 胃が点滅中に電源プ 
ラグをコンセントから抜 
いたとき、停電したとき 
は、給油バックアップ運 
転はできません。 

•油切れのときに「ポ]ポコ」 
と電磁ポンプのから巧ち音 
がする場合があります。 


周囲の確認 

周囲に可燃物や障害物がないからラー度確かめる。 

設置場所の確認 

傾斜している場所や振動の激しい不安定な場所で 
使用すると、油タンクにな油が入っているのに表 
示部に胃が点滅したり、巧震自動消乂装置が 
作動しやすくなります。 

水平な場所に設置してください。 

効果的に使用ずるために 


効果的に使用する 
ために外気に接す 
る窓の下や壁面の 
近くに設置してく 
ださい。 



温風の循環を巧げ 
ないで < ださい。 



給油のしかた 


運転開始前の準備と確認 
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使用方法 (通常運転) 





運転(切/入)ボタンを巧す 

♦運転ランプが点なし、デジタル表示に r 設定室温」と r 現在室温」を表示し 
ます。 

♦あらかじめ設定室温は20でにセツトされています。 

♦約95秒後に着义するための r ジー」と放電音がして、自動点乂します。 

点乂時に約17〜22秒間消臭システムが作動し、消臭ランプが点打します。 

♦点乂後の約4分間は「中」燃焼します。 

♦おさえめ運転がセツトされているときに現在室温が設定室温より高いと 
きは、いったん運転を始めますが、おさえめ運転により消乂します。 

(17 ページ参照） 

♦点乂時に r ガチッ」またはロン」と電磁弁が作動する音がしますが、異常で 
はありません。 


炎確認窓か5炎の状態を確認してください 


〇正常燃焼 


炎検知棒 
点火プラグ 



次の場合は異常ではありません 
♦青い炎の中の多少の黄炎 
♦微燃焼時の網のホ熱 
♦点乂プラグ、炎検知棒の赤熱 


X 黄炎燃焼 

全体が黄色の長い炎の 
状態 


黄炎燃 I 焼のときは次の処置をしてください 

♦換気する。 

♦フィルタ(燃焼-温風空気取入□)、温風吹出□のほこりをとる。 
♦変質な油-不純な油を使用したときはクリーニングをする。 
に4ページ参照） 

処置後ち黄炎燃焼するとさは、お買い上げの販売店にご相談く 
ださい。 


次のようなが態は異常ではあ 
りません 

■点乂しない 

初めての使用やシーズン最初の点乂時 
は、送油経路に十分なな油がまわらな 
いため、煙や臭いが出たり、点乂しな 
い場合（に]]]、にで)、03表示)が 
あります。 

表示が出た場合は、運転(切/入)ボタ 
ンを巧し、温風フアンが停止してから 
再度運転(切/入)ボタンを押してくだ 
さい。 

■炎がホくなる 

超音波式の加湿器を使用すると、炎の 
色が赤くなります。水に溶けている力 
ルシウム分が燃えるためです。 





運転(切/入)ボタンを押ず 

♦運転ランプ、デジタル表示が消灯し、消乂します。 

(時計がセットされているときは、時計表示になります。） 

同時に消臭システムが作動して消臭ランプが点なします。 

♦温風ファンは、いったん停止し、その後約2分間送風し、余熱を放出し 
て停止します。 

♦消臭ランプは、消臭システムが作動してから、約 2 分 20 秒後に消 I 打します。 
♦消乂時に r ガチッ」またはロン」と電磁弁が作動する音がしますが、異常で 
はありません。 

•炎確認窓から消乂したことを確認してください。 

消し忘れ防止のため、点义3時間後自動消义します 

消乂10分前にメ □ ディ音が5秒間鳴り、 


表示部に残時間が点巧して、デジタル 


\\ I // 
—残時臣]一 
//|\\ 


to 


表示に残りの運転時間を表示します。 

ミ-肖乂デイき洲胃り、延長（例)残り運尉き間：10分 

消乂すると運転ランプ、延長ランプが消 I 打し、タイマーランプが点滅します。 



運転を延長ずるときは、 

延長ボタンを押ず 

♦延長ランプが5秒間点滅した後、消なします。 

♦押したとさから運転を3時間延長します。^ピ、^ 

消义後、再運転をするとを 

運転(切/入)ボタンを押し、タイマーランプ消灯後、再度運転 
(切/入)ボタンを押してください。 

次のことは、ぶ i ずお守りください 

♦電源プラグを抜いて消义しない。 

♦電源プラグは、消乂して「ガチッ」または r ゴン」と音がするま 
で抜かない。 

白煙や強いにおいが出たり、過熱防止装置が作動することを防 
ぐためです。 

電源プラグを抜くと現在時刻-タイマー運転時刻-設定室 
温のセットなどが解除され、初期セットに戻ります。 

再セツトしてください。 


停電や地震びあったとを 

安全装置が作動して運転を停止 
しまず 

■停電があったとを 

現在時刻-タイマー運転時刻-設定室 
温などの記憶が解除されますので、再 
セットしてください。 

■地震(強い衝撃や傾さ)があっ 
たとさ 

デジタル表示に 03) を表示します。 
♦運転(切/入)ボタンを押すとデジタ 
ル表示は消えます。 

•再運転をするときは、周囲の安全を 
確認してください。 


点乂/消火 
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使用方法 (お好み設定) 


お好み(し応じてセツトしまず。 




室温の調節 


r 


10でか530での節囲で室温調節 
がでさます。 


設定室温現巧室湿 

ぶ旧 


き温/時刻台わせ 

© 


运!) 


室温ボタンを巧す 

巧すごとに設定室温が rc づつ変わります。 
♦設定室温は、10で〜30でまでセットで 
さます。 

•一度セットすれば記憶しています。 
•現在室温は2で〜34でを表示します。 
•お部屋の温度が1で]; TF (または35で 
l ； Lb ) の場合でち、表示は2で（または 
34で）までしか表示されません。 

•現在室温はお部屋の温度の目安です。 
温度計と一致しないことがあります。 
部屋の大きさや設置場所によっては、 
設定室温まで上昇しません。 


[おさえめ運転] 

♦室温が設定室温より約3で上がると消乂し、設定室温まで下がると 
点乂して、室温の上がり過ざを防ざます。 

•春先や秋□など、外気温が高いときや、小さな部屋で使用すると、室温 
が設定室温より上昇し、点义と消乂をくり返します。このとき少しに 
おいます。 

〈セツトのしかた〉 

停止中に延長ボタンを5秒]; Lb 押し続けます。 

ブザーが2回鳴ったらセツトされます。 

♦電源プラグを巧くと解除されます。 

♦おさえめ運転がセツトされているとさに、おさえめ運転 
のセツト操作を行ったとさは、ブザーが鳴りません。 



A 


延長ボタン 


節約モード運転 


室温/時刻台わせボタン 


節約モードボタン 



の細 


「ゆ5 ざ 運転」 で 暖めす ざを おさえる運転を、「微燃 
焼運転」で室温に関係なく r 微」燃焼する運転を選べ 
ます。 



-からぎ- 

71 \づが燃焼卜 

〈通常運転〉〈ゆ5ぎ運転〉〈微燃焼運転〉 


[ゆ5ざ運転] 

お部屋の温度が設定室温まで暖まったあと、体感温度を 
変えないよラに自動的に温度を下げて、燃料消費量をお 
さえる運転です。 

♦お部屋の温度が設定室温になって約30分後にゆらざ運 

転が始まり、約2時間経過すると元の温度に戻る制御 

をくり返します。 

室設定室温 ゆ5ざ運転 

温 


fim] 

城 




〈セツトのしかた〉 

運転中に節約モードボタン 
を押してセツトします。 
押すごとに上記のよラに切 
り替わります。 



約30分 


♦初めて使用するとさや、電源プラグをコンセ 
ントから巧いたときは、自動的に通常運転の 
モードになります。 

♦運転停止時のセツト及び解除はできません。 
♦ゆらざ運転中は、室温が設定室温より低め(最 
大2で）に表示することがあります。 

♦ゆ5ざ運転中は、自動的におさえめ運転がセ 
ットされます。現在室温が設定室温より高い 
ときは消火します。 


>給油バックアップ運転中は、表示部にゆらざ 


^時間 

•使用条件により燃料消費量は変わります。 

[微燃焼運転] 

設定室温、現在室温に関係な<、 r 微燃焼」で運転します。 


が点なしてちゆらざ運転になりません。 

M ま用条件により、室温が設定室温まで上がら 
ず肌寒いと感じるときは、通常運転で使用し 
て < ださい。 


チャイルド□ック 


r 


お子様のいたず5操作を防止します。 


〈セツト(解除)のしかた〉 

節約モードボタンを3秒 iU 上押す。 


，□ツク、 




〈セット時〉〈解除時〉 



鞭 


•□ツク(解除)され、表示部に I チャイルド□ック I が 
点灯(消'打）します。 

•停止時に□ツクすると… 

すべての操作ができなくなります。 

♦運転中に□ツクすると… 

運転(切/入)ボタン(消乂)、延長ボタン(運転の延長） 
のみ操作できます。 
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•次の場合はチャイルド□ックは解除しません。 
♦巧震自動消乂装置が作動したとさ。 

• ロック中に消乂操作したとき。 

•タイマー運転時に自動消义したとさ。 

♦消し忘れ消乂装置が作動したとさ。 

•油切れで自動消乂したとさ。 

♦不完全燃焼防止装置が作動したとさ。 

♦再運転する場合は、チャイルド□ックを解除 
してください。ただし、対震自動消火装置ま 
たは不完全燃焼防止装置が作動したとさは、 
-度運転側/入)ボタンを押してからチャイ 
ルド□ックを解除してください。 


室温の調節/節約モ—ド運転/チヤイルド□ツク 
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使用方法 (お好み設定) 


お好み(し応じてセツトしまず。 




畳数切換運転 


W 


畳数切換ボタンでご使用になるお部屋の広さに合 
つた畳数をセットしますと、その畳数に合った暖 
房能力に切り替わり運転します。 






急速点乂 


W 


点乂時間を早めたいとき使用します。 

急速点乂は、お出かけ前などにあらかじめセツトしてお 
くと、運転側/入)ボタンを押してすぐに点义します。 








速暖運転 


r 


寒〜い朝などは、暖房熱量を r パワーアップし、 
冷えきったお部屋をすばやく暖めます。 


运!) 



〈セットのしかた〉 

運転中に畳数切換ボタンを押してセットします。押すご 
とに次のように切り替わります。 



♦運転停止時はセツトでさません。 

♦畳数はご使用になるお部屋に適した暖房の目 
安です。 

•初めて使用するとさや、電源プラグをコンセン 
卜から抜いたとさは、自動的に初期の畳数にな 
ります。 


9畳〈初期〉 6畳 4.5 畳 

( OVF - SK 33 D 型の場合） 

• OVF - SK 40 D 型は10畳一8畳一6畳一初期の10畳へと 
切り替わります。 


〈セツトのしかた〉 

あらかじめ停止時に急速点乂ボタンを巧します。 

•運転側/入)ボタンを押す2分 m 上前にセツトしてくだ 
さい。 

♦急速点乂ランプが点灯し、予熱をします。 

•セツト後、運転側/入)ボタンを押すと約15秒で点乂し 
ます。（通常運転は約95秒） 

•一度運転すると急速点乂は自動的に解除され、急速点 
乂ランプち消なします。 

♦セツト後運転しないで24時間経過すると自動的に解除 
されます。 


•急速点乂セツト中に急速点乂ボタンを押すと、 
セツト状態が24時間更新されます。 

♦急速点乂セツト中にタイマーボタンを押すと、 
急速点义は自動的に解除され、タイマー運転 
に切り替わります。 

♦急速点乂を解除するときは、タイマーボタン 
を巧してから運転(切/入)ボタンを押してく 
ださい。 

♦予熱中は約 65 W の電力を消費します。 


〈セットのしかた〉 

運転(切/入)ボタンを押した後、速暖ボタンを押します。 

•速暖ランプが点灯し、室温が低い(約15で未満)とき、 
最大熱量より高い熱量で運転します。 

•お部屋の温度が設定室温まで暖まると、速暖運転は自 
動的に解除され、速暖ランプち消なします。 

•セット後、お部屋の温度が設定室温まで暖まらないとさ 
でち、点乂後約1時間経過すると自動的に解除されます。 

•速暖運転は、点乂してから約1時間の間のみセットで 
さます。 

♦セット後、ちラー度速暖ボタンを押すと速暖運転は解 
除され、速暖ランプち消 I 打します。 

♦セットしなおすときは、一度消乂し、再度運転(切/入） 
ボタンを巧してから速暖ボタンを巧してください。 


♦お部屋の温度が高い(約 15° CiU 上)ときは、速 
暖ボタンを押してち速暖ランプがしばらく点 
好しますが、自動的に解除されます。 

♦次の場合は速暖運転はセットされません。 

〇点乂してから約1時間];^上経過した時 
〇速暖運転終了 (解除)後の再セット時 
〇タイマー運転中 

〇タイマー運転から通常運転に切り替え後の 
運転中 

〇給油バックアップ運転中 
〇給油ノ くックアップ運転復帰後の運転中 
〇おさえめ運転復帰後の運転中 
〇ゆらざ運転または微燃焼運転選択中 


畳数切換運転/急速点乂/速暖運転 
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使用方法 (タイマー 運転) 



タイマーボタンを3おんソ上押す 


デジタル表示が点滅に変わります。 

時刻合わせボタンを巧し、時刻を合 
わせる 

• © を押すと1分づつ進みます。 

©を押すと1分づつ戻ります。 

♦押し続けると1分づつ連続して進み(戻り）、 
その後、10分単位で連続して進み(戻り）ます。 

タイマーボタンをちラー度押ず 

デジタル表示が点 I 打に変わり、現在時刻がセットさ 
れます。 


♦初めての使用やシーズン最初、油切れで 
消乂したときなど、表示部に [1 合油 I が点 
'打している間は、現在時刻のセットはで 
さません。 

な油を入れた給油タンクを本体にセット 
して、歷§が消'打(約3分）してから現 
在時刻のセットをしてください。 

♦電源プラグを抜いたときや停電時には、 
現在時刻、タイマー運転時刻の記憶が解 
除されます。 

そのときは再セツトしてください。 


Y タイマーボタンを押ず 

♦タイマーランプとデジタル表示が点滅し、デジタ 
ル表示に運転を始めたい時刻を表示します。 

〇 時刻合わせボタンを押し、運転を 
^始めたい時刻を合わせる 

♦表示が点滅中に時刻を合わせてください。 

参©を押すと1分づつ進みます。 

©を押すと1分づつ戻ります。 

♦押し続けると1分づつ連続して進み(戻り）、 

その後、10分単位で連続して進み(戻り）ます。 
♦時刻を合わせたあと、タイマーランプとデジタル 
表示が点滅から自動的に点好に変わると、タイマー 
運転がセツトされます。 

♦時刻を合わせるまえに、表示が点滅から点 I 打に変 
ねったときは1からやり直してください。 

自動点义する 

♦セツトした時刻になると運転を始めます。 

運転を開始すると、運転ランプが点なし、デジタル表示 
は室温表示になります。 

♦点乂後、約1時間経過すると、自動的に消乂します。 
消乂10分前にメ□ディ音が5秒間鳴り、表示部に I 残時間 
が点 I 打してデジタル表示に残りの運転時間を表示します。 
消火30秒前にメ □ ディ音が鳴り、延長ランプが点滅します。 
消乂すると、運転ランプ、延長ランプが消'打し、タイマー 
ランプが点滅します。 


♦初めてお使いになるときは、午前6時00 
分を表示します。 

♦セットした時刻は記憶されています。 

同じ時刻で運転するときは、タイマーボ 
タンを押すだけで運転できます。 

♦セットした時刻を変更したいときは、再 
セットしてください。 

♦運転中にタイマーボタンを押すと一度消 
乂し、デジタル表示された時刻のタイマ 
一運転になります。 

•タイマー運転中に運転（切/入）ボタンを押 
すと、タイマー運転が解除され、消火します。 

♦タイマー運転で自動点乂する前や、タイ 
マー運転で自動的に消火した後、すぐに 
運転する場合は、運転(切/入)ボタンを押 
し、タイマーランプが消な後、再度運転 
(切/入)ボタンを押してください。 

♦タイマー運転で点乂後、延長ボタンを押 
すと、通常運転に切り替わり、運転を3 
時間延長します。 

タイマーランプは消好します。 

♦タイマーボタンを押したときデジタル表 
示に MM が表示された場合は、現在 
時刻がセットされていません。 

現在時刻をセットしてからタイマー運転 
をセットしてください。 



時計の合わせかた/夕 V マ—運転 
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必ず消乂し、本体が十分冷えてか5、電源プラグを 
コンセントか5抜いて巧ってください。 


[日常の点検-手入れ] 


•本体およびその周辺は、いつちきれいに掃除して 
おいて < ださい。 

よごれたままで使用すると、正常に機能しません。 
♦化学ぞラさんをご使用の際は、その注意書にした 
がって < ださい。 


♦故障、破損したちのは使用しないでください。 
♦バーナ部、電気部品、巧震自動消乂装置などは絶対 
に分解しないでください。 

修理はお買い上げの販売店にご依頼ください。 


点巧-手入れ 


使用ごと 

周囲の掃除 油漏れの点検 

周囲に燃えやすいちのがあったら取り除いてください。 油だまり、油にじみがないかを確かめてください。 

油漏れがある場合は、使用をやめお買い上げの販売店 
にご相談ください。 


週に1回似上 

フィルタ(燃焼-温風空気取入 □) 温風吹出□の掃除 

掃除機でほこりをよく吸い取ってください。 温風吹出□に付着したほこりなどが焼け、著しく茶色 

巧れたままでの使用は危険です。 に巧れることがあります。 

•フィルタ(燃焼-温風空気取入口）が目づまりしてい 中性洗剤を塗布してから2〜3分後に歯ブラシでこ 

るときは歯ブラシで掃除してください。 すってから、よくふきとってください。 



月に1回似上 


オイルフィルタの掃除 

オイルフィルタにごみや水が付着していないか点検し 
てください。付着しているときはゴミや水を油受け皿 
の中に落さないようオイルフィルタを取り出し、ペー 
パータオルやティッシュペーパーなどでゴミや水を取 
り除いて < ださい。 

巧れたままだと油がとおりにくくなり、点火ミスや途 
中消乂の原因になります。 

♦オイルフィルタの点検の際は、油受け皿の中も点検して 
<ださい。油受け皿の中にごみや水がたまつている場合 
は、油受け皿の油抜き、水抜きをおこなってください。 
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シースンに 1 回じ(上 
対震自動消义装置のテスト 

運転中、本体を水平にゆすって、確実に消乂 
するか確かめてください。 

作動するとデジタル表示にに^を表示し、 
運転を停止します。 


油受け皿の油抜を- 7长抜を 


給油タンクの点検 

給油□□金のゴムパッキン部に 
ゴミなどが付着していないか確 
かめてください。ゴミが付着し 
ているときは、巧などで取り除 
いて < ださい。 



ゴムパッキン 


油受け皿にごみや水がたまると、給油タンクに巧油が入っていてち点乂しません。 

つざの要領で油受け皿の油抜き-水抜きをしてください。 

オイルフィルタにごみや水が付着しているときは、オイルフィルタの掃除をしてください。 

♦変質な油、不純な油を誤って使用したときは、油受け皿の油抜き•水抜きをした後、良質のな油で洗ってください。 
•変質な油、不純な油、洗うとさに使ったな油の処分は、な油をお買い上げになった販売店にご相談ください。 


，給油タンクを取り出し、油受け 
皿からオイルフイルタをはずず 



@オイルフィルタ 


油受け皿 


市販の給油ボンプでな油(水)を 
抜きとる 



巧けき5なかったな油(水)は、 
巧などでふきとる 


♦こぼれたな油は 
よ<ふさとつて 
<ださい。 


油受け皿 



もとどおりオイルフィルタを取り 
付け、給油タンク 
をセットずる ぺ i 


給油タンク- 
オイルフィルタ 


点検•手入れ 
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点巧-手入れ 


クリーニング 

次の場合は、気化器のクリーニングをおこなってください。 

♦換気が十分でフィルタに目詰まりがなく、カーテンなどでふさがれてないのに、表示部に匿 g が点滅または点 
なしているとき。 

♦デジタル表示に rii 02). 〇)が表示されたときや、においが強いとき。 

•点乂しにくいときや、炎が小さいとき。 

クリーニング中は運転しませんが、必ず屋外でおこなってください。延長コードを準備すると便利です。 


1 良質の'打油に交換ずる 

① 油受け皿の好油を抜さます。 （23 ページ参照） 

② 給油タンクを良質のな油ですすざ、良質のI打油を 

給油して本体にセットします。 クリ-こング 

〇クリーニングをする 

① 電源プラグをコンセントに差し込みます。 

② クリーニングスイッチを細い棒で押します。 

♦クリーニング時間は約57分です。 

開始ととちにデジタル表示に \ l：i 5つ| を表示し、その後1分単位で残り時間を表示します。 
♦クリーニング 中は、強いにおいや白煙がでますが、異常ではありません。 

♦クリーニングが完了する約20秒前より r ガチッ、ゴン、ガチッ、ゴン」と電磁弁が作動する音がします。 
♦クリーニングが完了するとブザーが鳴ります。 

ククリーニング後すぐに運転(切/入)ボタンを巧し、30分ほど「強」燃焼で運転する 

W ♦すぐに運転しないと故障の原因や、クリーニングの効果が十分得られない場合があります。 

♦運転(切/入)ボタンを押したあと、設定室温を30でにセットし、「強」燃焼で運転してください。 




今までお使いの好油の変質がひどい場合は、クリーニング直後の運転で点乂しなかったり、点乂しても 
すぐに消乂することがあります。10分ほど待ってから、ちラー度点乂してください。 

それでち具合が悪いときは再度クリーニングをおこなってください。 

それでち正常に戻らないときは、お買い上げの販売店にご相談ください。 


定期点巧 

長期間ご使用になりますと使用条件などにより機能を十分発揮できなくなることがあります。未然にトラブルを防ぐ 
ため機器の点検が必要です。2シーズンに1回程度、シーズン終了後などにお買い上げの販売店、または修理資格者 
〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会 (TEL.03-3499-2928) で行ラ技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)]などのい 
る販売店に点検依頼されることをおすすめします。 

点検-修理についての費用など詳しいことは販売店にご相談ください。 
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部品交換について 


部品交換が必要なとさは、お買い上げの販売店-または(財)曰本石油燃焼機器保守協会で行ラ技術管理講習会修了者 
(石油機器技術管理±)などのいる販売店にご相談ください。 

♦交換部品は、必ず日立石油ファンヒーター用の純正部品をご使用ください。 

♦部品交換についての費用など詳しいことは販売店にご相談ください。 


な管のしかた 


電源プラグをコンセントか5抜き、次の要領でお手入れしてか5保管してくださし、。 

イ油を巧きとる 


ク 


3 


♦給油タンクは空にして、ごみや水が残らないように内部を 
きれいなな油で洗ってから乾燥してください。 

♦r 油受け皿の油抜き-水抜き」 （23 ぺージ)を参照して、好油 
(水)を抜きとってください。 

な油を巧かないと、保管時にこぼれたり、にじみ出たりし 
て危険です。 

掃除する 

♦本体やフィルタ(燃焼.温風空気取入□)、オイルフィルタ、 
温風吹出□などの掃除をしてください。 

♦本体内部の清掃ち必要です。 

お買い上げの販売店に依頼してください。（有料です） 
♦具合の悪いところは、保管前に修理しておいてください。 
(28 ページ参照） 


保管ずる 

♦本体をダンボール箱などにいれ、湿気 
のない場所に保管してください。 




フィルタ 



お願い 


本体を逆さにしたり、横にしたり、傾けたりして保管しない 
で < ださい。 

♦保管中に抜けされなかった好油が漏れて、乂災の原因にな 
ります。 




yiLf 


0 


点検•手入れ/定期点検/部品交換について/保管のしかた 
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故障-異常の見分け方と処置方法 

故障.異常が生じたとき安全装置が作動して自動消乂し、デジタル表示とランプ表示でお知5せしま 
す。運転彻/入)ボタンを巧し(表示は消えます)、姆置をしてください。原因びわか5ないときや、 
姆置をして点乂操作をしても運転しないときは、お買い上げの販売店にご相談ください。 

(お買い上げの販売店に修理を依頼するときは、表示内容をお知らせください。） 


表示〔安全装置） 

原 因 

姆 置 


♦点乂ミス(初めての使用やシーズン最初など） 

•ちラー度点乂操作をする 

1 しをを 

f 点火安全装置、 、 

燃悅制細!装置の作動 


♦不良な油(変質な油)を使用したとき 

•ク U —ニングをする 

♦水が混入した'打油を使用したとき 

•水抜き(油抜き)をする 


♦電磁ポンプ等の電気部品が故障したとさ 

•修理を依頼する 


•温風吹出 □ がふさがれたとき 

•障害物を取り除き、本体が冷えるま 
で待つ 

1 し にし 1 し〇 1 を衣术 

r 不完全燃焼防止装置、 \ 
燃焼制御装置、 

L 過熱防止装置の作動/ 


♦フィルタ(燃焼-温風空気取入 □) にほこり 
がたまったり、カーテンなどでふさがれた 

とさ 

•カーテンなどの障害物やほこりを取 
り除き、本体が冷えるまで待つ 

•不良な油(変質打油)を使用したとき 

•ク U —ニングをする 


♦燃焼部にシリコン酸化物が付着したとき 

•修理を依頼する 

f 換気 1 が点滅-点'打 

♦温風吹出 □ がふさがれたとき 

•障害物を取り除さ、本体が冷えるま 
で待つ 

♦フィルタ(燃焼-温風空気取入 □) にほこり 
がたまったり、カーテンなどでふさがれた 

とさ 

•カーテンなどの障害物やほこりを取 
り除き、本体が冷えるまで待つ 

小完全燃焼防止装置、 
燃焼制御装置、 

L 過熱防止装置の作動/ 


♦換気不足のとき 

•換気をする 

♦壁に近づけすざているとさ 

•壁から離し、本体が冷えるまで待つ 

•不良な油(変質な油)を使用したとき 

•ク U —ニングをする 


♦送風機が故障したとさ 
♦過大燃焼したとき 

♦燃焼部にシリコン酸化物が付着したとき 

•修理を依頼する 

にの 1 を表示 

〔巧 震 自動消火装置の作動） 

•地震(震度 5 m 上)のとき 
♦強い振動や衝撃を与えたとさ 
♦本体を傾けたとき 

•本体と周囲に異常がないことを確か 
める 

•振動のない水平な場所で使用する 

すべてのランプ及び表示 
が消'打 

〔停電安全装置の作動] 

♦停電したとき 
♦電源プラグが抜けたとき 

•再通電後、本体が冷えるまで約 10 分 
間待って、点乂操作をしたり、タイ 
7 —などをセツトしなおす 

タイマーランプが 点滅 
〔消し忘れ消火装置の作動） 

♦点乂後、または延長ボタンを押したときか 
ら約 3 時間経過したとき 

•運転(切/入)ボタンを押し、タイマー 
ランプ消 1 打後、 再度運転側/入)ボタ 
ンを押す 

HO 11 . 1 卜… 1 

又は 1 FS 司を表示 

•炎検出部などが故障したとき 
♦気化器部などの温度異常を検知したとき 
♦その他機器が故障したとき 

•修理を依頼する 
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故障かな？と思った 5 


修理-サービスを依頼される前に次の表に従ってもう一度お確かめくださし、。 
処置をしてら異常びなお5ない場合はお買い上げの販売店にご相談くださし、。 


現 象 

原 因 

処置方法 

給 

油 

時 

•給油タンクにな油が入ってい 
るのに点火しない 
•給油タンクに油が入っている 
のに、（給油）表示が点滅、点 
なする 

•灯油に水が混入している 

給油タンク、油受け皿の水抜さをする 

•オイルフィルタに水やゴミが付着し、目 
詰まりを起こしている 

オイルフィルタの清掃を行い、給油タンク、 
油受け皿の水抜さをする 

点 

乂 

時 

k 

乂 

時 

•運転ボタンを押しても点火し 
ない 

•電源プラグび抜けている 

電源プラグをコンセントに差し込む 

•チャイルド□ツクがセツトされている 
(チャイルド□ツク表示が点な） 

チャイルド□ックを解除する 

•初めて使用する時やシーズン 
初めなど、点火時に白煙やに 
おいが出る（点火 S ス後の再 
点火時など） 

•耐熱塗料やほこりが焼けるためです 

異常ではありません 

しば6 くの間、お部屋の換気をして使用する 
(1 時間ほど換気してにおいがする場合は 
販売店にご相談ください） 

•打油の気化ガスがバーナに十分にゆをわ 
たっていないためです 

•点火時-消火時に「ガチッ」ま 
たは r ゴン」と音が出る 

•電磁弁(ソレノイド)の作動音です 

異常ではありません 
そのまま使用してください 

•点乂時に「ジー」と音がする 

•着火するための放電音です 

•点火時に「ゴトゴト」音がする 

•電磁ポンプ内に空気が混入しているため 
です 

異常ではありません 

(点火ミスのとさはち)ラー度点火する） 

燃 

焼 

時 

•におラ 

•な油の気化ガスが出るため、多少におい 
ます 

異常ではありません 

しば6 くの間、お部屋の換気をして使用する 
(1 時間ほど換気してにおいがする場合は 
販売店にご相談ください） 

•不良な油(変質な油)を使用したためです 

良質の灯油に交換して、クリーニングを行ラ 

•油受け皿に水がたまっている 

オイルフィルタの清掃を行い、給油タンク、 
油受け皿の水抜さをする 

•油がこぼれたままになっている 

乾いた巧などでされいに拭さ取る 

•黄炎になる-ススがでる 

•炎が大きくな6ない 

•炎が飛ぶ 

•不良な油(変質な油)を使用したためです 

良質のな油に交換して、クリーニングを行ラ 

•フィルタ(燃焼-温風空気取入 □) にほこ 
りがつまったり、カーテンなどでふさが 

れたためです 

カーテンなどの障害物やほこりを取り除く 

•温風吹出□びふさがれたためです 

障害物を取り除く 

•換気不足です 

換気する 

•白煙が多量に出る 

•不良な油(変質な油)を使用したためです 

良質の灯油に交換して、クリーニングを行ラ 

•燃焼部の一部がホ熱する 

•炎で熱せ6れるためです 

異常ではありません 
そのまま使用してください 

•さしみ音がする 

• 点乂時、消义時、熱量の切り替わり時に金属 
が加熱、冷却しておこる膨張、収縮音です 

•「シュー」音がする 

•気化したな油びバーナ内に噴出する音です 

•「コトコト」音がする 

•電磁ポンプが'灯油を吸い上げる音です 

そ 

の 

他 

•油漏れがある 

•給油タンクの給油□□金がゆるんでいる 

給油□□金をしっかり閉める 

•給油□□金のゴムパツキンにごみが付着している 

ゴムパッキンのごみを取り除く 

•とさどき「ボコボコ」と音びする 

•給油タンクか S 油受け皿に灯油が流れ出 
る音です 

異常ではありません 
そのまま使用してください 


故障•異常の見分けちと処置ち法/故障かな？と思った5 
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保証とア フターサー ヒス (必ずお読みくださし、) 


保証書（裏表紙) 


保証書は必ず r お買上げ曰-販売店名」等の記入をお 
確かめのラえ販売店から受け取っていたださ、内容 
をよくお読みの後、大切に保存してください。 
♦保証期間は、お買い上げの曰から1年です。 


修理を依頼されるときは出張 修理 


修理を依頼される前に「故障-異常の見分け方と処 
置方法」 （26 ページ）および r 故障かな？と思ったら」 
(27 ページ）を調べていただき、なお異常のあると 
きは、故障や事故防止のため、ご使用を中止し、コ 
ンセントから電源プラグを抜いて必ずお買い上げの 
販売店にご連絡ください。 


こ連絡していただきたい内容） 


品 名 

日立石油 フアン ヒーター 

型式の呼び 

OVF - SK 33 D または OVF - SK 40 D 

お買上げ日 

年月日 

故障の状況 

できるだけ具体的に 

ご住所 

付近の目 EP 等ち合わせて 

お名前 


電話番号 


訪問ご希望曰 



※型式の呼びは、本体側面の銘板に表示されていま 
す。 


C 保証期中は j 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 
保証書の規定に従って販売店が修理させていたださ 
ます。 

〇呆証期間がすぎているとさは） 

修理すれば使用でさる場合には、ご希望により修理 
させていたださます。 


転居されるとをは 


ご転居によりお買い上げの販売店のアフターヴービ 
スが受けられない場合は、前ちって販売店にご相談 
ください。ご転居先での日立の家電品取扱店を紹介 
させていたださます。 


補修用性能部品の保有期間 


石油ファンヒーターの補修用性能部品の保有期間は、 
製造巧切り後6年です。 

補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するた 
め(し必要な部品です。 

この製品の製造時期は、本体側面の銘板に表示され 
ています。 


修理料金のしくみ 

修理料金=技術料+部品代+出張料です。 

技術料 

故障した製品を正常に修復するための料金で 
す。巧術者の人件費-巧術教育費-測定機器 
等設備費-一般管理費等が含まれています。 

部品代 

修理に使用した部品代金です。その他修理に 
付帯する部材等を含む場合もあります。 

出張料 

製品のある場所へ巧術者を派遣する場合の費 
用です。別途駐車料金をいただく場合もあり 
ます。 


ご不明な点や修理に関ずるご相談は 


修理に関するご相談並びにご不明な点は、お買い上 
げの販売店または30ページの「ご相談窓□一覧表」 
の窓□にお問い合わせください。 


お願い 

•輸送ずるときは 

ご転居または修理などでス I -ーブを輸送する 
ときは、必ず給油タンク•油受け皿内の'打油 
を抜き取ってください。 （23 ページ参照） 

な油が入ったままですと、輸送中に好油が漏 
れて、他の輸送物を巧すおそれがあります。 
♦廃棄ずるときは 

ストーブを廃棄処分するときは、必ず給油夕 
ンク、油受け皿内のな油を抜き取ってくださ 
し、。 （23 ページ参照） 

な油が入ったまま廃棄すると危険です。 
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型式の 

呼び 

OVF - SK 33 D 

OVF - SK 40 D 

種 

類 

気化式、強制通気形、強制巧流形 

点乂 3 

5 式 

高圧放電点リ 

^ • 自動点乂 

使 用 お 

お 料 

'打油 （J に 1号好油） 

燃料消費量 

最大 

0.344 L/h 

0.417 L/h 

最小 

0.071 L/h 

0.085 L/h 

暖房出力 

最大 

3.30 kW (2,840 kcal / h ) 

4.00 kW (3,440 kcal / h ) 

最小 

0.68 kW ( 580 kcal / h ) 

0.81 kW ( 700 kcal / h ) 

騒 音 X ’ 

最大 

37 d 目 

40 d 目 

(正 面） 

最小 

23 d 目 

24 dB 

油タンク 

容量 

7.2 L 

燃焼継続 

時間 

約 20.9 時間 （ r 強」燃焼時） 

約 17.3 時間 （ r 強」燃焼時） 

暖房のめ 

かホ 

木 造： 9畳 dS . Onf ) 

木 造：10畳(16.5の2) 


コンク ij — 卜：12畳(20.0の2) 

コンクリート：14畳(23.0の2) 

外 形 ^ 

ホ 法 

(高さ) 433 mm X (幅)41 3 mm x (奥行)31 9 mm (置台を含む） 

質 量< 

〔重量） 

9.5 kg 

電源電圧及び周波数 

単相100 V 

50/60 HZ 

定格消費電力 

最大 

550/550 W (点乂時） 

(50/60 HZ ) 

燃焼時 

30/27 W 

36/33 W 

電流ヒュ 

—ズ 

7 A (アンペア） 

温度ヒュ 

—ズ 

172で 

ち 全 ^ 

案 置 

不完全燃焼防止装置、燃焼制御装置、対震自動消乂装置、過熱防止装置、 

点乂安全装置、停電安全装置、消し忘れ消乂装置 


\ 仕様 
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日立家電品のお客様ご相談窓□一覧表 

(家庭電気製品の表示に関する公正競争規約による表示) 


日立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、転居されたり、贈物でいただいたものの修理などで、ご不明な点は下記窓□にご相談ください。 

修理など アフターサービスに 
関するご相談は 

TEL 0 に 0-3 に 1-68 

FAX 0 に 0-3 に 1 -87 


商品情報やお取り扱いに 
ついてのご相談は 

TEL 0 に 0-3 に 1 -1 1 

FAX 0 に 0-3 に 1-34 


— 般ご相談窓 □ ddddddddddddddddddddDDDDDDDDDd 





1 

D _ 

D _ 

□ 

D D D D 











_D 


_D 


_D 
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百 

百 

百 

百 
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百 
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百 
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百 
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百 
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百 
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百 
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百 

百 

百 

百 

百 
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百 
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百 

百 

百 

百 

百 

百 

百 

百 
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百 
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百 
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百 
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百 
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曰立を油]フアンヒーターイ呆証書 晒張修理 


保証期間内に取扱説明書、本体ラベル等の注意書きにしたがって正常な使用状態で使用していて故障した場合には、 
本書記載内容にもとづきお買い上げの販売店が無料修理いたします。 

お買い上げの日から下記の期間内に故障した場合は、お買い上げの販売店に出張修理をご依頼の上、本書をご提示く 
ださい。 


※型名 


※お買い上げ日 

保証期間 (お買い上げ日から） 

平成 年月日 

本体：1年 

※お 客 様 

※販 売 店 

お名前 


販売店名-住所-電話番号 

電話 ( ) 

ご住所 

電話 ( ) 


※印欄に記入のない場合は無効となりますから必ずご確認ください。 


1. 保証期間内でも义のような場合には有料修理となります。 

(イ）使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。 

(口）お買い上げ後の落下、引っ越し、輸送等による故障または損傷。 

(ハ）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、ガス害、塩害、公害、その他の環境要因や異常電圧によって 
生じた故障または損傷。 

(二）灯油 (JIS 1号灯油）化外の油や水が混入した不純灯油、変質灯油、ガソリンなどの異種油を使用された場合 
に生じた故障または損傷。 

(ホ）車両、船舶にとう載して使用された場合に生じた故障または損傷。 

(へ）業務用に使用されて生じた故障または損傷。 

(卜）本書のご提示がない場合。 

(チ）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入がない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。 
(リ）部品の紛失（オイルフイルタ、給油ロロ金など)。 

2. 離島または離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には、出張に要する実費を申し受けます。 

3. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

4. 贈答品等で本書に記入してあるお買い上げの販売店に修理をご依頼になれない場合には、取扱説明書の30ページの日立 
家電品のご相談窓口一覧表をご覧のうえ、お近くの窓口にご相談ください。 

5. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保存してください。 

6. 本書は日本国内においてのみ有効です。 Effective only in Japan. 

•この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。 

したがってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理 
等についてご不明の場合は、お買い上げの販売店または取扱説明書の30ページの日立家電品のご相談窓口一覧表の窓 
口にお問い合わせください。 

•保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間については、取扱説明書の28ページの保証とアフターサービスをご覧 
ください。 

修理メモ 


轉日立ホーム&ライフソリユーシヨン株式会社 

干 105-8410 東京都港区西新橋 2-1 5-に電話 （03)3502-2111 
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